
葉報

2004 年 (平成16 年) 1 月 ~ 2004 年 (平成16 年) 12 月

研究状況

I 班 研 究

人文学研究部

明治維新期の社会と情報班長佐々木克

本研究班では，明治維新という変革期をく情報〉

をキイ・ワードに読み解き，政治文化をめぐる諸問

題を照射してきた。 1996年 4月から報告を積み重

ね，最後の年では幕末期の政治情報の動向を中心に

研究を進めた。その集大成として 2004年 3月にシ

ンポジウムを開催し，それをもって班は終了した。

8 年間にわた る研究の成果は， 佐々 木克編 『明治維

新期の政治文化』と題する報告書(思文閣出版，

2005 年 9 月刊行) で公表 し た。

班員高木博志，高階絵里加，谷川穣(以上所

内)青山忠正，原田敬一，笹部昌平IJ (以上仏教大)

長志珠絵(神戸市外大)落合弘樹(明治大)小股

憲明(大阪女子大)勝部員人(広島大)岸本覚

(鳥取大)黒田信二(呉工業高専)小林丈広(京

都市歴史資料館)佐藤隆一(青山学院高等部〉鈴

木栄樹(京都薬科大)谷山正道(天理大)塚本明

(三重大)羽賀祥二(名古屋大)福井純子(立命

館大)松延員介(東海大仰星高)三沢純(熊本

大)母利美和(京都女子大)薮田貫(関西大)

奈良勝司(立命館大・院)平良聡弘(京都大・院)

1 月16 日 幕末期 「政令一途」 をめ ぐ る政治状況

白石烈(広島大・院)

3 月 1 2 日 シ ン ポ ジ ウ ム 「明治維新一 変革期の

研究とその視座」

明治維新と「解放令J

今西ー(小樟商大)

明治維新と葵祭高木

幕末維新の公議論をめぐって

山崎有恒(立命館大)

不平と漂泊一明治の士族一落合

大元帥の成立一天皇の統帥命令の起

源一

永井和(文学部)

コメント佐々木

記憶と歴史一満洲縁故者の場合班長山本有造

5己'憶の歴史化につ いて， 個人的記憶と集団的記憶

について，オーラル・ヒストリーとライフ・ストー

リーについて，広義の歴史学各分野で近年広く関心

を集めている。この大きな問題を，引揚げ体験を中

心とする満榊|縁故者の場合という具体例に引きつけ

て考えようとする O

日本植民地史，中国現代史，歴史社会学，政治史

等，各分野の研究者の参加を得て，隔週金曜日に定

例研究会を開催している。 2002年 4月から約 2年

の研究会ののち， 2004 月1 月 か ら は報告論文集の

ための草稿検討会に入り， 2004 年4 月終了予定。

班員藤原辰史山室信一(以上所内)蘭信三

(学内留学生センター)西村成雄(大阪外大)松

本俊郎(岡山大・経)猪股祐介上田貴子坂部

晶子(以上日本学術振興会特別研究員)小都晶子

(大阪外大・院)南誠(京大・院)
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人文学報

フェティシズム研究の射程班長田中雅一

本研究会はフェティシズムあるいはフェティッ

シュをキーワードに文化横断的かっ領域横断的に，

人ともの，社会とものについての議論を展開してき

た。理論的な関心から言えば理念のみで論じられて

いるかに見える agency論をなんとか克服していき

たいと考えている。その意味でフェティッシュ論は

なお，これまでの研究成果である主体や自己につい

ての議論を継承している。考えられるアプローチは

宗教学，経済学，産史学，精神分析，性科学，フェ

ミニズム研究，物質文化論など多岐にわたる。最終

年度になって，ミニシンポを聞くかたちでようやく

芸術にたどり着くことができた。

班員大浦康介菊地暁小牧幸代高木博志

竹沢泰子田中祐理子田辺明生(以上所内)足

立明 (AA研究科)速水洋子(東南アジアセン

ター)松田素二(文学研究科)宇城輝人(福井県

立大)岡田浩樹細谷広美(以上神戸大学)春日

直樹(大阪大学)窪田幸子(広島大学)斎藤光

(京都精華大学)佐伯順子(同志社大学)佐藤知

久(京都文教大)田村公江(龍谷大学)中谷文美

(岡山大学)箭内匡(天理大学)岩谷彩子(学振

特別研究員)金谷美和(日文研研修員)川村清志、

(大阪外大非常勤)中谷純江(民博研修員)藤本

純子(大阪大学大学院文学研究科)小池郁子宮

西香穂里李霊文(以上京都大学大学院人間・環境

学研究科)

1 月19 日 平和の フ ェ テ ィ シ ズム考 : 文化的 フ ェ

ティシズム批判を超えて松田素二

2 月2 日 「売 っ た り 買 っ た り 」 と 「あ げた り も

らったり」のあいだ:フランスのある

SEL(地域交換システム)における交

換

中川理(学振特別研究員)

交換システムの解釈学:スペイン・カ

タルーニャの場合

織田竜也(民博共同研究員)

2 月23 日 絵画者と はだれか ?

中村宏(画家)

3 月1 日 偶像， イ コ ン ， も の : 現代キ リ ス ト 教

神学に見るものへの裏口

佐藤啓介(京都大学文学研究科)

3 月15 日 内在権力の建築(Architecture ofImｭ

manentPower)

内山田康(筑波大学)

5 月31 日 打ち合わせ

7 月10 日 シ ン ポ ジ ウ ム 複製技術時代の文化人

類学

剥製技術から複製技術へ田中雅一

複製技術の原初形態としてのトーテム

慶田勝彦(熊本大学)

増殖する仏陀韓国仏教における物質

化と複製，そしてポップカルチャー

岡田浩樹

複製技術と礼拝価値南インドにおけ

る「映画館で映画を観る」ということ

桑原知子(九州大学)

コメンテータ

箭内匡，杉本良男

(国立民族学博物館)

10 月4 日 打ち合わせ

12 月6 日 生 き てい る 自然 と地域経済の関係に関

するアダム・スミスの言説

コーリン・ダンカン

(カナダ・マギル大学)

微視的歴史，資源利用，そして地域経

済

ルース・サンドウエル

(トロント大学オンタリオ教育研究所)

1960 年代の研究 班長 富永茂樹

1960 年代は， われわれの生活 と 意識がそ れ ま で

のものから大きく変化した時代であった。しかもそ

の変化は世界的な規模で生じたこと，また生活のさ

まざまな領域において認められること，さらに日本

についていうなら，明治維新や第二次世界大戦後の

変化を上回るものであるかもしれないことさえ予想

される，そのような変化である。自身がそのいくぶ

んかを生きた時代，また現在からほど遠くない時代

について何ごとかを語り，結論を抽き出すのはけっ

して容易なことではなし、。だが 1 960年代をつうじ

ての世界の変貌が，今われわれのいる世界に直接に
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嚢

つながっているかぎりにおいて，その肺分けを行う

ことはわれわれ自身を知るうえでぜひとも必要な作

業でもある。この共同研究は，以上のような認識に

立って，政治史や経済史もさることながら，日常生

活から学術や芸術にまでいたる多様な側面での世界

の変化に注目して，また 1940年代生まれの，いわ

ば 60 年代を生き た世代か ら 70 年代生ま れの， つ

まりこの時代については語られた記憶しかもたない

世代までが集まって進めることに努めたものである。

本研究は 2005年 3月に終了した。日下そのまとめ，

報告書の刊行に向けて検討の作業を進めつつある。

班員龍谷直人加藤和人田中祐理子藤原辰

史山室信一(以上所内)伊従勉大津真幸(以

上人間・環境学研究科)加藤幹郎大黒弘慈(以

上総合人間学部)遠藤徹(同志社大)葛山泰央

(筑波大)川崎博史(ホロニック)北垣徹(西南

学院大)斎藤光(京都精華大)白鳥義彦(神戸

大)鳴海邦碩(大阪大)成実弘至(京都造形芸術

大)半田章二疋田正博(以上シィー・ディ一・

アイ)前川真行(大阪女子大)松本日之春(京都

市芸術大)光永雅明(神戸市外語大)森口邦彦

(社団法人日本工芸会)

1 月16 日 破れた理想ー デ イ ラ ン の60 年代

フランソワ・ラショウ(ゲス卜)

2 月20 日1960 年代の 日本財界 龍谷

3 月 5 日 書物と 出版の 60 年代 葛山

3 月 19 日 《団塊の世代〉 をめ ぐ っ て に晶三コ水ミ

4 月16 日 三島自決 ・ 再考 大津

5 月21 日Connect with'60s 全員

6 月4 日 戦後に お け る性の歴史を いかに考え る

か氾濫・解放・開放・革命…斎藤

6 月18 日 家畜 と 人間の60 年代 藤原

7 月2 日 乱1es annees60

フランシス・マルマンド(ゲスト)

7 月16 日 第一次怪獣ブー ム 遠藤

9 月17 日60 年代へ向か う 〈人口》 田中

10 月1 日 〈言葉と物〉 の60 年代 葛山

10 月15 日 日本伝統工芸展について 森口

10 月29 日Liberte ， Liberte , aunousamenes

tu?

フランソワ・ジェスマン(ゲスト)

報

11 月5 日 ミ ニ ス カ ー ト の 60 年代 成実

11 月 1 9 日 教育の 60 年代 (補遺) 一 人間 と 資本

の 60年代前川

12 月 3 日 高等教育をめ ぐ る議論 と外国 白鳥

12 月17 日1960 年代の花登匿の仕事 E ー テ レ ビ

ドラマの時間川崎

国家形成の比較研究班長前川和也

この研究班は，人類史のなかでのもっとも重要な

営みのひとつである国家形成の諸問題をあつかって

いる O班員が専門とする地域は東アジア(日本，中

国，韓国)，西アジア，インド・イラン，南米アンデ

ス，西ヨーロッパ，オセアニア地域におよび，また班

員の専門領域は考古学，人類学，歴史学，言語学，

文学の諸分野にわたっている。 2004年 4月で，研

究班は最終年度にはいった。 4月から 7月まで班員

総括報告が行われ，秋には報告書「国家形成の比較

研究」のための原稿もでそろい， 2005 年春の報告

書公刊を目指している。

班員井狩弥介小南一郎岡村秀典田辺明生

藤井正人藤井律之(以上所内)伊藤惇史吉井

秀夫(以上文学研究科)石村智下垣仁志橋本

英将(以上京都大・文・ DC)宇野隆夫(国際日文

研)角谷英員Ij (津山工専)河野一隆(国立九州博

物館準備室)桑原久男(天理大・文)関雄二(国

立民博)寺前直人(大阪大・文)中谷正和(総合

研究大学院大・文化科学 DC)西江清高(南山

大・人文)菱田哲郎渡辺信一郎(以上京都府

大・文)深沢芳樹(奈良文化財研究所)福永伸哉

堂山英次郎(以上大阪大・文)松木武彦(岡山

大・文)森下章司(大手前大・文)

1 月13 日 王権 と 図像文様 森下 章司

1 月 27 日 「ポ リ ス の創造」 再考 : 近年の初期ギ

リシア史研究の成果から

周藤芳幸(名古屋大)

2 月24 日 考古学と近現代史

穴沢柱(穴沢病院)

3 月9 日 古墳文化の中心一 周縁関係成立過程

河野一隆

4 月 27 日 戦争と首長制 ・ 古代国家 松木 武彦

前方後円墳秩序と「日本型」国家形成
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人文学報

福永伸哉

中央アンデス初期国家の権力基盤:形

成期社会とモチェの比較を通して

関雄二

スウェーデンにおける初期王権と圃家

角谷英則

5 月11 日 ヴ ェ ー ダ期に国家はあ っ たか

藤井正人

古代イランにおける社会組織の再編成

堂山英次郎

百姓の成立:中国における国家の形成

によせて渡辺信一郎

5 月25 日 馬韓か ら百済へ 吉井 秀夫

段周時代における畜産の国家的儀礼

岡村秀典

集団労働体制からみたシュメール都市

国家の成立前川和也

6 月8 日 適応と しての ラ ピ タ 人の拡散過程

石村智

倭王権の形成と文物・祭式の流通

下垣仁志

北朝皇帝の行幸再考藤井律之

6 月22 日 器物の生産 ・ 授受 ・ 保有形態と王権

森下章司

境界の誕生河野一隆

日本列島の国家形成と宗教政策

菱田哲郎

7 月13 日 国家形成前夜の遺跡動態 伊藤 惇史

南レヴァン卜における都市の形成と展

開桑原久男

「地域」間関係の変化からみた中国中

原王朝の成立過程西江清高

9 月28 日 報告書作成 ・ 最終討論 全員

日仏文化交渉の研究班長宇佐美膏

2002 年4 月 か ら4 年間の予定で実施 さ れて い る

共同研究である。日本人にとってのフランス文化，

フランス人にとっての日本文化，このふたつを問う

ことから始めて，具体的なヒトとモノの交流を重視

しながら考察をすすめているOそのうえで日仏両文

化の相互的な交渉がもたらした豊かな創造性とその
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問題点とを浮き彫りにするのが主なねらいである O

時代区分としては，フランスでいえば第二帝政と第

三共和政の時代，日本でいえば幕末椎新期から昭和

10 年代あ た り ま でを想定 し て い る 。 フ ラ ン ス の文

学や諸芸術を対象とする研究者のみならず，日欧比

較美術史，日本文化史，比較文明史などを専門とす

る研究者にも加わっていただいている。また正規の

班員としてではないが，必要に応じて海外からも複

数の研究者の協力を得ている。 2004年 4月からは，

成果報告書の作成にむけて最終的な口頭発表と討議

を重ねている。

班員大浦康介岡田暁生高木博志高階絵里

加森本淳生横山俊夫(以上所内)吉田城(文

学研究科)松島征(総合人間学部)柏木隆雄北

村卓内藤高(以上大阪大)小山俊輔三野博司

(以上奈良女大)柏木加代子(京都市芸大)小西

嘉幸(大阪市大)丹治恒次郎(関学大名誉教授)

ピエール・ドゥヴォー(甲南女大)アンヌ・ゴノ

ン(同志社大)ジャック・ジョリー(英知大)近

藤秀樹(大阪教育大・非常勤講師)阪村圭英子

(京都市芸大・非常勤講師)鵜飼敦子(京都大人間

環境学研究科博士後期課程)袴田麻祐子(大阪大

文学研究科博士後期過程)佐野仁美(神戸大総合

人間科学研究科博士後期過程) [海外協力者] :ィ

ヴ=マリ・アリュー(トウールーズ・ルミラィユ大

学)セシル・サカイ(パリ第 7大学)

1 月10 日 マ ル ロ ー にお け る東洋 と 日本

三野博司

2 月16 日 国際社会と古都奈良 高木 博志

4 月26 日 井上哲次郎 と1897 年パ リ 万国東洋学

会ジャック・ジョリ一

戦前日本におけるフランス印象派音楽

の作曲的受容佐野仁美

5 月10 日 フ ラ ン ス 詩の磁場 一 富永太郎の 「 フ

ランス詩ノート」と中原中也の「翻訳

詩ノート Jを中心に宇佐美膏

5 月24 日 竹内勝太郎の ヴ ァ レ リ 一 森本 淳生

6 月7 日 山本芳翠 「鯖蛤集」 挿絵に関す る考察

高階絵里加

7 月5 日L'autre pens 白 (他者の思考)

フランシス・マルマンド(ゲスト)



最

マルセル・ブルース卜の時代と日本の

園芸植物の影響関係について

阪村圭英子

9 月18 日 「 日 本」 を書 く ー ピ エ ー ル ・ ロ テ ィ

『お菊さん』の位置一一大浦康介

<71<.の風景〉を通して日仏の交流を考

える内藤高

10月16日 反語的精神の共振 林達夫 と ジ ャ ン

ケレヴィッチ一一近藤秀樹

九鬼周造の日本文化論とフランス

小山俊輔

10月 25 日 マ ノレ ロ ー 「人聞の条件」 と 日本

三野博司

日本人にとってシャンソンとは何か

シャンソン受容史試論

松島征

11月 22 日 木下杢太郎と フ ラ ン ス文化

吉田城

岩野泡鳴とボードレール北村卓

12月18 日 フ ロ ベ ー ル と 日本趣味 柏木加代子

洋学の系譜とフランス人による幕末日

本のイメージ柏木隆雄

領事館警察の研究班長水野直樹

近代日本が朝鮮・中国との聞に結んだ条約に規定

された治外法権は，朝鮮と中国(東北地方=満州、陪

含む)に日本の領事館警察なるものを生み出した。

朝鮮では 1905年の保護条約まで， r-p国東北地方で

は満洲国における日本の治外法権が撤廃されるまで，

中国ではj王兆銘政権期に治外法権が撤廃されるまで，

各地の日本領事館に外務省から警察官が派遣され，

様々な活動を行なった。在留日本人(後には台湾籍

民・朝鮮人を含む)の保護・取り締まり，情報活動，

相手国・欧米外交機関との折衝などである O

本研究は，近代日本と東アジアとの関係を考える

上で重要な領事館警察の機構や活動，領事館警察が

把握・認識した中国・台湾・朝鮮の民族運動，共産

主義運動，労働運動などの動向等々を，日本史・朝

鮮史・台湾史・中国史の研究者による共同研究を通

じて解明しようとするものである。また，中国・朝

鮮側史料，欧米(特に英仏)諸国の史料などを利用

幸日

して，中国・朝鮮政府の対応，中国人・朝鮮人の認

識，欧米諸国の対応などについても検討を加えたい

と考えている。

班員高木博志石川禎浩村上衛李昇煙(以

上所内)李俊植(外国人研究員，延世大)永井和

(文学研究科)浅野豊美(中京大)梶居佳弘(立

命館大・非常勤)桂川光正(大阪産業大)近藤正

己(近畿大)副島昭一(和歌山大)宗田昌人(文

学研究科・院)田中隆一(学術振興会特別研究員)

瞳岡浄進(大阪大・院)藤永壮(大阪産業大)松

田利彦(日文研)李ジョンミン(中央大・非常勤)

(海外協力者)エリック・エッセルストロム(カリ

フォルニア大学サンタ・パーパラ校博士候補)辛

珠柏(ソウル大)鄭根埴(ソウル大)

1 月21 日 「在満大使館警務部」 設置問題

田中隆一

2 月25 日 海峡両岸社会と 台湾総督府 ・ 対岸領事

官警察浅野豊美

3 月 17 日 1 9 世紀末- 20 世紀初の在朝 日 本人社

会と領事館警察

木村健二

(ゲスト，下関市立大学)

4 月 2 1 日 領事館警察の い く つかの間題につ いて

水野直樹

5 月 1 9 日 間島在住朝鮮人の裁判管轄権をめ ぐ る

中日両国の攻防-~間島協約Jを中

Jしに ←

白楽財(ゲスト)

6 月2 日 海外在留 「 日本国民」 の居留禁止処分

ー「清国及朝鮮国在留日本人取締規

則」および「清国及朝鮮国在留帝国臣

民取締法」を中心に一李昇嘩

6 月16 日 間島 に お け る 領事館 / 領事館警察 と

朝鮮人民会 1 920年代における救済

の発動麿岡浄進

7 月7 日 1 9 世紀末- 20 世紀初朝鮮に お け る 日

本人社会の形成と日本帝国主義一全

羅北道群山の場合李俊植

10月 6 日 イ ギ リ ス か ら みた 日本の在中国領事館

警察をめぐる問題一第一次大戦以降

「年次報告書」を中心にしたごく簡単
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な紹介梶居佳広

10月 27 日 上海共同租界警察フ ァ イ ルにつ いて

石川禎浩

11月17 日 『外務省警察史」 を読む 一 天津の部，

その2永井和

12月1 日 『斎藤貫関係文書~ (書簡)に見る 1920

年代朝鮮総督府の国境警備問題

松田利彦

文明と言語班長横山俊夫

人聞社会が安定し，しかもそれが文をなし明らか

なる状態に赴くとき，言語が変容しつつはたす役割

は大きし、。その諸相を，さまざまな事例研究を素材

に論じ合うとともに，現代の科学や技術の専門細分

化による言語の流通力の衰えが社会にもたらしてい

る閉塞状況に対して，その解決のための道を，班員

の協同により模索，提言することをめざしている O

第 3年度に入り，会場を地球環境学堂三才学林に

移し，班員それぞれの研究報告のほか，これまで輪

読をつづけてきた「難波鉦』の現代語訳出版の準備

を始めた。 17世紀大坂の閉鎖安定空間の人間行動

と言語模様の一端が明らかになるだろう。またこの

班の研究成果を「ゲノムひろばJ I京都文化会議」

等の公開シンポジウムに参画するかたちで活かした。

班員宇佐美膏岡田暁生加藤和人金文京

倉島哲古勝隆一小林博行武田時昌田中祐理子

森本淳生 Susan B.Hanley K020Yamamura

(以上所内)山極書一(理学研究科)遊磨正秀

(生態学研究センター) (以上学内)荒牧典俊(大

谷大学)遠藤彰(立命館大学)後藤静夫(京都市

立芸術大学)斎藤清明(総合地球環境学研究所)

麿瀬千紗子(同志社女子大学)深津一幸(大阪大

学)細田明宏(日本民俗音楽研究所)山岸敦

CJT 生命誌研究館)

1 月24 日 日韓両国の漢文訓読につ いて 金

『難波鉦』梅之部六臨月加藤

2 月7 日 テ ス ト 氏 と は誰か ? ー ヴ ァ レ リ ー と

近代文学の問題系森本

「難波鉦』梅之部六道芝山岸

2 月21 日 道元 と親鷺の聞い た も の 一 日本中世

における「真言 J基層文化の超克一

荒牧

『難波鉦」梅之部六乱碁贋瀬

3 月5 日 山本序周の こ と ば直 し 横山

「難波鉦」梅之部六藤袴遠藤

3 月12 日 風目屋 ・ パ ノ ラ マ館 ・ 芝居 一 「鄭考

青日記」の周辺一深津

『難波鉦』梅之部六手鑑古勝

4 月17 日 「文明 と言語J - 第3 年度を迎えて

横山

「難波鉦」梅之部六身の代金

5 月1 日 明治期の養生哲学 と 進化論 伊東重

の場合一武田

『難波鉦』梅之部六金精矢深津

5 月15 日 科学 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の今 加藤

『難波鉦』梅之部六熊谷笠田中

5 月22 日 尼崎言語力旧跡探訪

(案内)後藤，木村立夫氏

尼崎市役所近松課

6 月5 日 ネ ゴ シ エ ー シ ョ ン と ア ナ ロ ジ 一 一 言

語の発生と人類の進化山極

『難波鉦』梅之部六雨路横山

6 月19 日 野生の科学 と近代科学 一 イ ヌ イ ト の

知識にみる時間の戦術-

(ゲスト)大村敬一氏

8 月7 日 「第3 回 ゲ ノ ム ひ ろ ば」

(企画司会)加藤

(出演)栗木京子氏，菅野純夫氏

藤山秋佐夫氏，横山

8 月19 日 「第l 回 鉦叩会J - ~難波鉦』 現代語

訳稿作成贋瀬，遠藤

横山，他

10 月29 ""'30 日 「京都文化会議2004 一 地球化時

代のこころを求めて一」

ワークショップ 2くこころの病理〉

(企画)川添信介氏，塩田浩平氏

頼富本宏氏，横山

(ゲスト)伊東久重氏，奥乃博氏

塩瀬隆之氏，朱捷氏

若木蓬生氏，宮台真司氏

セップ・リンハルト氏，後藤，山極

(司会)横山
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幸日

人種の表象と表現をめぐる学術的研究

班長竹沢泰子

この研究班は，社会や文化の諸側面で実在する人

種の表象，マイノリティによる自己の人種的アイデ

ンティティや経験の主体的あるいは戦略的表現，ま

たそれらの社会的作用について共同研究を行ってい

近代医学の身体観

宗教と身体

学校と身体と私

情報と身体

死と身体

6 月16 日

6 月 23 日

6 月30 日

7 月7 日

7 月14 日

岡田

5 月 1 2 日 身体と人種 竹沢

5 月 19 日 ポ ル ノ 的身体と は何か 大浦

5 月26 日 日本近代美術にお け る裸体表現の導入

高階

6 月2 日 明治維新と天皇 - 王権と身体 高木

6 月9 日 ト ラ ク タ ー の歴史か ら み る労働 と身体

藤原

田中

/J\~文

谷川

守岡

森本

具体的な研究テーマは，広告や風刺画，絵画，写

真などにみられるビジュアルな人種表象，社会言説

やマスメディア，文学などのテクストから解読でき

る人種表象，科学論文から医療の現場に至るまでに

散見されるさまざまな集団にかんする科学的言説，

社会運動・政治運動，音楽・芸術活動などにみる主

体的表現などである。なお研究成果は，学術出版書

として出版する予定である。

班員石川禎浩大浦康介加藤和人倉島哲

小関隆小牧幸代高木博志高階絵里加田中雅

一田辺明生藤原辰史(以上所内)蘭信三(留

学生センター)片山一道(理学研究科)松田素二

(文学研究科)石橋純(東京大)井野瀬久美恵

(甲南大)川島浩平(武蔵大)北原恵(甲南大)

貴堂嘉之(一橋大)栗本英世(大阪大)黒川みど

り(静岡大)斎藤成也(国立遺伝学研究所)坂野

徹(東京理科大・非)坂元ひろ子(一橋大)崎山

政毅(立命館大)スチュアー卜・へンリ(放送大)

冨山一郎(大阪大)水谷智(神戸市外国語大・非)

渡辺公三(立命館大)

最

10月9 日 武術の語 り 方 倉島

『難波鉦』金精矢訳稿 深j華

10月23日 狩蜂を ど う 語るか 遠藤

「難波鉦』雨路訳稿 横山

11月20 日 贋作について 宇佐見

「難波鉦』熊谷笠訳稿 田中

11月27 日 分節言語か ら情念の音声へ 岡田

『難波鉦』松之部一初冠 倉島

12月25 日 山本序周の書礼指南 横山

『難波鉦」初冠続 倉島

身体の近代班長菊地暁

「身体」を手がかりに異分野間コミュニケーショ

ンを少しでも風通しの良いものにすること，そして，

そのことを通じて近年急速にリアリティを失いつつ

ある「学問」なる営為を少しでも風通しの良いもの

にすることが，本研究班の野望である O

本年度は，班員による全学共通教育課目のリレー

講義を開催，学生とのコミュニケーションを媒介と

して，身体をめぐる概念や方法の分野間における組

酷を対象化することを試みた。

班員大浦康介岡田暁生加藤和人倉島哲

小牧幸代坂本優一郎佐野誠子高井たかね高

階絵里香竹沢泰子田中祐理子谷川穣藤原辰

史守岡知彦森本淳生(以上所内)

1 月14 日 規律訓練 ・ 身体 ・ メ デ ィ ア 田中

1 月17 日 超 一身体論

内田樹(ゲスト)

運動像と無意識:ヴァレリー『カイ

エ』における身体の問題森本

*r フ ラ ン ス 文学に お け る身体 -ー そ

の意識と表現 -J研究会(代表者:

吉田城)と共催

2 月25 日 催眠と社会 一19 世紀フ ラ ン ス にお け

る精神医学の言説

北垣徹(ゲスト)

3 月31 日 現象学か ら見た ベル ク ソ ン の身体論

小関綾子(ゲスト)

4 月14 日 身体を マ ッ ピ ン グす る 菊地

4 月 2 1 日 生命科学の身体観 (生命観) 加藤

4 月28 日 音楽 / 西洋音楽 / 身体 / 聴覚 / 表象
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1 月10 日 生命科学研究の社会的 ・ 倫理的議論の

今:クローン研究，ヒトゲノム多様性

研究などを例に加藤和人

生物学的に人種は定義されるのか:形

態学からみた現生人類集団の変異・多

様性

埴原恒彦(佐賀医科大)

1 月11 日 序論に追加す る こ と 竹沢 泰子

コメンテーター:貴堂嘉之

フーコ一「社会を防衛せよ! J

渡辺公三

3 月31 日 英領イ ン ド期のセ ン サ ス にお け る 「宗

教J と 「人種」 小牧 幸代

ナチズム・エコロジズム・レイシズ

ム:ナチス農本主義と人種問題

藤原辰史

4 月1 日 清末の “排満" 主義 と 中国人類学の興

起石川禎浩

5 月7 日 中国残留婦人の語 り の な か の 「 日 本

人J :I 日本人は優れて い る 」 と い う 言

説の意昧をめぐって蘭信三

変異の存在「理由」と変異のー側面と

しての人種

溝口優司(国立科学博物館)

5 月8 日 エ イ ジ ア ン ・ ブ リ テ ィ ッ シ ュ の若者文

化を巡る困難:実践，定位，流通，消

費五十嵐泰三

交錯する人種と階級観:英領インドに

おける白人性の構築をめぐって

水谷智

6 月 11 日 イ ン ド にお け る人種 と植民地的近代 :

民族，カースト，階級，ジェンダーとの

交錯田辺明生

アメリカ映画に見るエスニシティ表象

の変遷:Ir王様と私』を題材に

島大吾(文学研究科・院)

9 月10 日 武術にお け る身体の表象と そ の彼方

倉島哲

人種の表象をめぐる代表的研究から

Stuart Hall 著 IrRepresen tationJ

JanNederveenPieterse 著 !rWhite

on Black: Images of Africa

and Blacksin Western Popular

CultureJ お よ びRichard Dyer 著

!rWhi teJ の書評 竹沢 泰子

9 月 11 日 転位さ れ る オ リ エ ン タ リ ズ ム

井野瀬久美恵

大東亜共栄圏構想、と人類学/民族学/

民俗学一人類学の戦時動員をめぐっ

て坂野徹

10 月8 日 猿のよ う な ノ f テ、 ィ 小関 隆

っくりかえられる徴:戦後における被

差別部落の表象黒川みどり

11 月 5 日 西洋美術におけ る異邦人表現の伝統

高階絵里加

コメンテーター:大浦康介，北原恵

表情なきドイツ人: I血 と 土」 の農民

表象をめぐって藤原辰史

11 月6 日 絵画か ら写真へ : 非西洋諸民族表象に

おける変化と無変化

落合一泰(一橋大学)

国民の「源流 J ?:I メ ス テ ィ ー ソ 神

話」と大西洋岸クレオールの「歴史」

の狭間からみる先住民崎山政毅

空間の再審人文・社会科学の新基軸を求めて一

班長山室信一

空間とは，時間とともに人聞が自己と他者につい

て認知していくための不可欠の枠組みであり，人間

とその社会のあり方を追求すべき人文・社会科学に

おいては，明確な概念規定に基づく体系化が要請さ

れている。しかしながら，欧米近代の人文・社会諸

科学においては，時間こそが基軸となっており，空

間そのものを対象として捉えることに必ずしも成果

を挙げてきたわけではなし」しかも，グローパリ

ゼーションの進行の中で空間の把握は時間や速度に

よって置き換えられつつある。しかし，グローパ化

によって生活様式の平準化が進めは進むほど，気候

や生態などの地理的条件，都市や建築などの空間形

式の差異のあり方こそが，人間観・社会観そして世

界認識のあり方をますます規定してし、く可能性もま

た否定できな t ¥0
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この共同研究では，自然環境と人間活動の関係や，

生活空間としての都市・建築などの形成のされ方，

そしてさらにそれが世界認識としてし、かに把握され

てきたか，といった学知と実践知そのものを再審に

付し，そこから新たな人文・社会科学の基軸を析出

していくことをめざしている。

班員菊地暁坂本優一郎藤原辰史谷川穣

(以上所内)早瀬晋三(大阪市大)中島岳志(学

術振興会特別研究員)

4 月19 日 は じ め に 空間を対象化す る意義を

めぐって山室

5 月17 日 『地図が作 っ た タ イ 」 早瀬

6 月7 日 『環境と人間の歴史』 藤原

7 月5 日 『ポ ス ト モ ダ ン地理学』 菊地

10月 4 日 共同研究の課題と そ の達成方途 全員

10月18 日 フ ー コ ー の空間論 山室

11月1 日 内村鑑三 「地理学考J を読む 谷川

11 月13 日 ~ 15 日 所外調査

12月13 日 地域研究の論理と京都学派の哲学中島

12月20 日 所外調査

アジア・ネットワークの研究班長寵谷直人

本共同研究は，歴史的なアジア地域秩序分析をめ

ざす。アジア地域秩序を規定した帝国・帝国主義・

覇権の時代に即して，商人のネットワーク機能の変

遷を考察する。メンバーは， 17 世紀か ら20 世紀を

対象とした歴史家で構成されるO中国史，インド史，

東南アジア史，日本史，アメリカ史の専門家が一日

に会する共同研究を組織した。境界線に囲まれた主

家国家間のシステムとは異なる，経済的な発展径路

の存在を歴史的なアジアに探りた~)。主権国家の境

界線によってその伸張が制約されながらも，帝国の

下で育まれたアジア商人のネットワークが，今日も

市場秩序を提供しているとの視点にもとづいて，ア

ジア・ネットワークを検討・考察し，主権国家間シ

ステムの相対化をめざす。

班員岩井茂樹村上衛(以上所内)小野沢透

(文学研究科)井口治夫(名古屋大環境学研究科)

上回貴子(日本学術振興会特別研究員)大石高志

(神戸市立外国語大国際関係)岡本隆司(京都府立

大・文)加藤雄三(総合地球環境学研究所)陳天

一 24 1

幸日

璽(国立民族学博物館)陳来幸(兵庫県立大・経)

福岡正章(同志社大・経)水野祥子(大阪大・文)

宮田敏之(天理大・国際文化)薮下信幸(近畿大・

経営)脇村孝平(大阪市立大・経)

4 月9 日The ColonialAbolitionofMuslim

Slavery

WilliamC.Smith

(ロンドン大 SOAS)

4 月16 日 中国東北地域にお け る 山東商人

上田貴子

4 月 25 日 帝国論の射程 『帝国の研究j (名古

屋大学出版会， 2003 年) を め ぐ っ て

BinWong

(カリフォルニア大学アーヴァイン校)

4 月30 日 財界ネ ッ ト ワ ー ク 論 龍谷 直人

1930 年代ア ジ ア地域秩序論

龍谷直人

5 月14 日 東ア ジ ア地域形成

白石隆

(京大東南アジア研究センター)

5 月28 日1880 年代の朝鮮に お け る 華僑商人の

活動と開港場

石川亮太(佐賀大学)

属国と自主のあいだ岡本隆司

6 月 11 日 イ ー ス タ ン パ ン ク 問題 と イ ギ リ ス帝国

主義

川村朋貴(富山大学)

中華総商会ネットワークについて

陳来幸(兵庫県立大学)

6 月25 日19 世紀後半の閏南商人の転換

村上衛

17 世紀前半に お け る イ ギ リ ス 東 イ ン

ド会社

薮木信幸(近畿大学)

7 月9 日 20 世紀初頭に お け る 香港の銀本位制

とアジアにおける国際金本位制の普及

西村雄志(大阪大学・院)

木内信胤と戦後日米経済関係

井口治夫

8 月6 日 (小樟)，遠藤乾(北海道大学)氏との

共同研究(グローパル・ガパナンスに
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むけての知の再編)活動成果の交換と

検討会

9 月4 日 公開 シ ン ポ ジ ウ ム (中華会館， 神戸)

「華僑・華人ネットワークの新時代」

趣旨:

華僑・華人ネットワークという言葉が叫ばれ

て久しい。ところがその実態がどのようなもの

で，具体的にどのように機能しているのかに関

し，明確に定義することは難しい。今回「華

僑・華人ネットワークの新時代」と題し，事業

界の第一線で活躍されている在日華僑・華人の

パネリストに，父祖の来日の経緯から，一族の

家業の移り変わり，そして現在手がけているビ

ジネスについてお話をうかがう。六名のパネリ

ス卜がそれぞれ考える華僑・華人ネットワーク

とはどのようなものであるのだろうか。ご自身

のアイデンティティ，国籍・婚姻・子弟の教育

に対する考え方，文化的な帰属意識はどのよう

なものであるのかについてお話fをいただいたう

え，コメンテーターの発言をうけて，皆様と一

緒にこの問題について議論を深めたい。

パネリスト:曹英生(南京町老祥記，神戸華僑

三世，南京町商店街振興組合理事長)陳優継

(株式会社四海楼，長崎華僑回世，社団法人長

崎青年会議所理事長)金啓功(株式会社神戸

華聯旅行社，大阪・神戸華僑三世)段玉容

(光明株式会社，大阪華僑三世)梁建宏(セキ

有限会社，神戸華僑三世)江川文平(日信商

事株式会社，神戸華僑三世)コメンテー

ター:大迫麻記子(毎日新聞社神戸支局，記

者)伊藤泉美(横浜開港資料館，調査研究員)

9 月17 日 香港地域宗族団体に お け る 「家産」 ・

「族産」と地域社会編成

松原健太郎(東京大学)

10月8 日 日本帝国史の課題 と方法 一 戦前期の

在華紡を素材として龍谷直人

10月22 日 英領期イ ン ド に お け る飢謹 ・ 疫病 と 貧

困一ナショナリストとリビジョニス

卜の論争に関連して脇村孝平

11月 1 2 日 中東 小野 沢透

11 月26 日 明清帝国と朝貢 シ ス テ ム 岩井 茂樹

12月18"-' 19 日 国際 ワ ー ク シ ョ ッ プ

Session1:“ Study onEmpire"

“ Considering thenotionofEmpirethrough

theJapan'sexperienceofbuildingstate"

NaotoKagotani

“Empire and Intervention: International

FinancialPoliciesofLeith-Ross"

KenIshida(ChibaUniversity)

Session2:Round Table Session “How to

study “ Networks": Questions ,

Focuses ,andMaterials ," Part1

ChenLaixing(Hyogo

PrefecturalUniversity)

ChenTien-shi(TheNational

MuseumofEthnology)

KagotaniNaoto UedaTakako

Session3:“ StudyontheOverseasIndianNet-

works"

“Indian MerchantsinModernJapan:Historｭ

icalOverviewwithaFocusontheReｭ

sourcesoftheirNetwork"

TakashiOISHI(KobeCity

UniversityforForeignStudies)

“The IndianDiasporainJapanandJapaｭ

nesePan-Asianism" MasatakaMatsuura

(HokkaidoUniversity)

Session4:Round Table Session “How to

study“Networks":Questions , Focｭ

uses ,andMaterials"Part2

ChoiChi-cheung(HongKong

UniversityofScience

andTechnology)

ChungShu-ming

(AcademiaSinica)

IshikawaRyota

(SagaUniversity)

LeepuiTak(TheUniversity

ofHongKong)

LiuHong(Singapore

NationalUniversity)

MurakamiEi
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嚢

(KyotoUniversity)

OhishiTakashi(KobeUniversity

forForeignStudies)

WUXiaoAn(PekingUniversity)

東方学研究部

中国美術の図像学班長曾布川寛

古代，中世の美術において表現されたものは全て

象徴的意味内容を育しており，それが何を表してい

るかを知ることなしに{乍品の E里角平はあり j号ない。作

品の背景には神話伝説，宗教的義軌，社会的情況な

どがあり，それらを踏まえて理解することが要求さ

れる O我々は中国の古代，中世美術を取り上げるに

当たり，図像学の見地から考察を試みる。主たる対

象は考古学的出土文物と，石窟寺院などの仏教美術

であり，中国のみならず，インド，朝鮮，日本を含

めて考察する O

王玄策研究班長高田時雄

王玄策は唐の太宗から高宗の時代にかけて，数度

にわたり正使あるいは副使としてインドに赴き，中

印文化交流史に足跡を残した。その著とされる『中

天竺国行記 Jは現在では散供して， r法苑珠林~ r諸

経要集~ r釈迦方誌」 な どに断片的な記載が見 られ

るのみである。本研究班では，王玄策の使節に関す

る文献資料を集成し読み解くことによって，当時

の中国からインドにわたる地域の歴史・宗教・言

語・文化などの情報を引き出すことを目的とする。

本年は，関連資料の会読をほぼ終え，報告書の作成

に向けて，テキスト校訂・訳注整理等の作業を開始

した。

漢字情報学の構築班長安岡孝一

本研究班の主眼は，漢字テキス卜をコンビュータ

というマナイタの上に載せて，何とかテキスト処

理できるようにしよう，というものである O研究の

対象としては，文字コード，組版，フォント， OCR,

WWW， 形態素解析， な ど多 く の要素技術が考え

られるが，本年度はとりあえず組版技術に絞って議

論をおこなった。

幸日

マークアップ一理論と実践班長 C. Wittern

研究者にとっての電子テクストは，これまで印刷

物の形を取ってきたテクストを，単に電子化したと

いうだけのものではなし 1。電子テクス卜は，研究者

間の新たなテクス卜伝達の子段であると同時に，テ

クス卜に関する解釈をも伝達する司能性を秘めてい

るO本研究班の目的は，マークアップという方法論

によって聞かれる，新たな電子テクストの可能性に

ついての基礎研究である O本研究班では，これを特

に漢字文化圏のテクストを中心におこなう。

四月に発足して以来，マークアップ・テキストの

理論についていくつかの側面から考え，実践の基礎

となるマークアップのありかたに関する議論が展開

された。

秋以降，班員諸氏が関わっているプロジェクトか

らの報告を受け，実際例を目の前にして，マーク

アップはどう行う，テクストのフィーチャはどう反

映させている，などの問題を検討し続けている O

中国文明の形成研究班長小南一郎

本研究班も，五年計画の最終年度を迎えた。本年

度の前半時期には，班員による研究報告がなされ，

それらをまとめて，年度末までに報告書を出版すべ

く，編集作業を急いでいる。年度の後半には，王国

維「観堂集林」の会読が継続され，芸林のうち，尚

書から爾雅まで，経書に関わる部分のほぼ全部を，

五年間で読み終わったことになる O王国維の中国古

代文化研究の方法をどのように継承してゆくのかは，

班員各自の今後の具体的な研究活動の中に示される

ことになるだろう。

中国の生活空間と造形班長田中淡

中国の伝統的な生活空間とそれに直載的に関わる

造形，すなわち具体的には住まい，宮殿，庭園，ある

いは家具配置，室内空間，儀礼等々の諸相をとおし

て，その特質を探る。時代・地方を限定せず，また

建築空間に限らず，精神空間を対象に含め，中国学

の他の分野および東アジア，周辺地域の専門家の参

加を得て， 2003 年4 月 か ら2 年間の試験的研究 と

して発足した。研究発表と並行して，前年より引き

続き，明・方以智「通雅 J宮室の会読を進めている O
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元代の社会と文化班長金文京

「事林広記』と『元刊雑劇三十種」の読解，訳注

作成を並行しておこない， 3 年間の研究班を終了 さ

せた。なお『事林広記」学校類(上)の訳注を『東

方学報J第 76冊に発表した。「事林広記』の講読は

次の研究班において継続し，元曲については成果を

別途に発表する予定である。

中国近世田用類書の研究班長金文京

本研究班は，前記の『元代の社会と文化」に引き

続き「事林広記」の講読，訳注作成を行うが，特に

その中の科学技術関係の記事に重点を置き，また明

代の「万宝全書」など「事林広記』以降の日用類書

をも視野に入れて研究を行う。

中国近世法制資料の研究班長岩井茂樹

2003 年度に発足 し た こ の研究班で は， 徽介|文書

中の明代裁判関係文書を中心とする法制資料を会読

しながら，紛争解決の過程についての知識を獲得し，

研究方法を模索することを目指した。中国社会科学

院歴史研究所の阿風氏の協力によって，現在利用で

きる明代裁判関係文書のほとんどの電子テキストが

提供されたので，岩井がこれを利用して全文検索シ

ステムを作り，ウェブとで班員に公開した。このシ

ステムを作るにさいして，文書の類型にもとづく分

類と，朝代による年代の情報を付与した。単純なこ

とであるが，同じ類型の文書を通覧することによっ

て，その性格を明瞭に把握することができるように

なる。一例を挙げれば，これまでしは、しば「批文」

の一種であると見なされていたもののなかに，文書

作成を起案する様式の文書があることが分かった。

この様式の文書は， I立案」 と 呼ぶべ き も のであ ろ

う。こうしたことは，地方の官府で作成された生の

資料に触れなければ理解することが難し C ) O

元代の法制班長岩井茂樹

本年度から発足したこの研究班は，元朝時代の行

政文書・法制文書の会読をつうじて，その時代の制

度と社会について知見をひろめることを目的として

いる。参加者それぞれが，会読の作業のなかから研

究すべき課題を見いだし，この時代の制度と社会の

特質を理解する足がかりを得ることを期待している O

とくに，前後の時代との連続と断絶という問題につ

いて洞察を深めたい。会読する資料として選択した

のは「大元聖政国朝典章』礼部の部分(典章 28 ~

33) であ る 。

三教交渉の研究班長萎谷邦夫

本研究班は，中国中世における儒仏道三教聞のか

かわりをさまざまな角度から研究することを目的に，

2000 年度か ら5 年間の予定で組織さ れた。 本年度

は最終年度に当たるので，昨年度後半に引き続いて

研究発表を中心に行い，それ以外は『茅山志Jの解

読を行った。

三国時代の出土文字資料

班長井波陵一，富谷至

最終年度に当たる今年度は，当初の目的であった

本研究所所蔵の貌晋時代文字拓本の会読の成果を

「貌晋石刻資料選注』としてまとめ，年度内の完成

にむけて作業をすすめているところである。

その作業と並行して，前年に引き続いて張家山漢

簡・二年律令を会読した。難解な部分が増え，その

解釈をめぐって活発な議論がかわされた。時には一

度の研究班で一本も読み終えることができなかった

ときもあったが，三分のー近くを読了，その成果と

して訳注を東方学報に公表した。

なお，当研究班で会読している拓本は，本研究所

附属漢字情報研究センタ- HP にお いて公開 さ れて

いる。

*石刻拓本資料 http : //kanji.zinbun.kyotoｭ

u.ac.jp/db-machine/imgsrv/takuhon/

20 世紀中国の社会システム 班長 森 時彦

本研究班は ， 1青末か ら現在に いた る 100 年間の社

会システムの変動を多様な側面から総合的に検討す

ることを目的として，昨年 4月から 5年計画でス

タートし，本年が二年目となる。本年も昨年と同様

に 19世紀末から 20世紀前半を中心とする各分野の

報告が行われた。全体としては，対象年代が 20世

紀後半に広がったほか，教育史，外交史，地域史な

と。近年研究が手薄となっている分野についての若手
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身毛

による意欲的な報告が際だった一年であった。

中国古代の基礎史料班長浅原達郎

2004 年4 月 か ら新た に発足 し た研究班で あ り ，

中国古代，なかでも先秦時代の研究を志す学生のた

めに，基礎的な学力を磨く場を提供する。今年度は

套錫圭氏の論文四篇を読んだ。すなわち「関護古籍

要重視考古資料J， I斗后和題湊J ， I考古護現的秦漢

文字資料封校護古籍的重要性J， I簡吊古籍的用字方

法是校讃惇世先秦秦漢古籍的重要根操」であるO

「閲読古籍……」と「斗后和題湊」については，そ

の読書記録を「日古」第 l号 ( 6月 18日)に掲載

し， I考古護現的……J の読書記録は 「日古』 第 3

号 (2005 年 1 月 ) にて公表す る予定であ る 。

漢字情報基礎論の試み班長武田時昌

本研究会は，パソコンの普及，書物の電子テキス

卜化やインターネットによる交信といった情報の形

態的変容が急速に進む時代状況に即応して，中国学

研究の学問的環境を新たに整備するために，漢字情

報のあり方や諸問題について中国学と情報学の双方

の専門的な立場から三年間にわたって検討を加えて

き fこ O

陰陽五行のサイエンス班長武田時昌

陰陽五行説は，物類や自然、現象の法則性や相互関

係を説明する原理として大いに用いられた学説であ

り，中国の諸分野において独自の理論構造を生み出

すパラダイム的な役割を果たした。これまでの研究

においては，陰陽五行説の成立過程や配当説，それ

を援用した漢代の政治思想等に詳しい考察が試みら

れてきた。しかしながら，三国時代以降の史的展開

や理論構造の特質については，十分な検討がなされ

ているわけではないように思われる。そこで，自然

学に限らず思想，宗教から文学，諸技芸に至る多彩

な分野において，天人感応，物類相感等を含めた陰

陽五行の説明原理が，実際にどのように活用されて

いるのかを分析し，包括的，複眼的な見地からその

構造と特色あるいは限界性を考究したいと考えてい

る。会読のテキストには， r五行大義J r医心方』 を

取り上げた。というもの，両書には多数の侠書を含

幸日

む典籍が集録されており，術数学や医学における陰

陽五行説の中世的展開を概観することができるとと

もに，参加者の専門分野での陰陽五行説の様相を探

る手がかりが得られるように思われたからである。

なお，研究発表や陰陽五行関連の新資料，新研究の

紹介も，随時行うことにしている。

客員部門

近代京都研究班長丸山宏

かつての首都としての文化の長い「伝統」と，近

現代の一地方都市という社会・経済的現実との相克

が，近代京都の歴史を織りなしてきた縦糸と横糸と

考えれば， I伝統」 と現実の互い にずれた都市性格

をいかに調整するかが明治以来現在まで京都の実際

の政治的課題であった。このずれのなかに，近代京

都のさまざまな問題への糸口が潜んでいると思われ

る。「近代の歴史都市としての京都」についての基

本的な諸問題を総合的に論じさまざまな分野の具

体的な主題を互いに論じながら，近代現代の京都の

根本問題を見通す視座を形成した C ) O

班員大原嘉豊菊地暁金文京高木博志高

階絵里加谷川穣水野直樹(以上所内)天野太郎

伊従勉金坂清則藤原学山田誠(以上人間環境

学研究科)小林丈広秋元せき(以上京都市歴史

資料館)イ・ヒャンス(京都造形芸術大・非常勤)

石田潤一郎笠原一人中川理並木誠土日向進

(以上京都工芸繊維大)井上章一(日文研)岡村

敬二(京都学園大)長志珠絵(神戸市外大)小野

健吉(奈良文化財研究所)小野芳朗(岡山大)黒

岩康博(文学研究科・院)才津祐美子(日文研

COE) 坂口 さ と こ 清水愛子 山田 由希代 (以上

京都工芸繊維大・院)鈴木栄樹(京都薬科大)高

久嶺之介(同志社大)田島達也(京都市立芸大)

中村武生(悌教大・非常勤)原田敬一(併教大)

福井純子(立命館大・非常勤)福島栄寿(真宗大

谷派教学研究所)芳井敬郎(花園大)宇佐美尚穂

(京都女子大研修員)

1 月 24 日 大阪の町家の復元と ミ ュ ー ジ ア ム

新谷昭夫

2 月21 日 日 本近代美術の 中 の京都 / 近代京都
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E 個 人 研 究

の美術の中の東京林洋子

3 月13 日 内裏 ・ 内侍所と その遺構につ いて

岸泰子

明治維新と京都の士族落合

4 月17 日 伏見人形か ら見た近世京都の窯業

木立雅朗

発掘調査からみた公家町の空間と生活

内田好昭

5 月29 日 明治 ・ 大正期の京都府郡部の道路と道

路行政一現宮津市域を中心に一

高久

6 月19 日 近代京都の公衆便所 山崎 達雄

7 月17 日 近代の茶室 ・ 数寄屋の翠明と京都

桐浴邦夫

9 月18 日 近江商人が美術史に果た し た役割 一

高田敬輔とその門流の画業を通して

園賀由美子

10月16 日 史蹟名勝天然紀念物保存法の成立と京

都の動向丸山

11月20 日 誰か故郷を思わ ざ る 一 大正期奈良に

おける「郷土」認識一黒岩

11月 28 日 エ ク ス カ ー シ ョ ン (天理大学参考館山

本交通コレクション・大和郡山旧洞泉

寺遊廓)

12月18 日 奉納絵馬か らみ る近代 長

紀年祭の時代一金沢・弘前・仙台・

京都高木

音楽におけるロマン派とメロドラマ的音楽

岡田暁生

19 世紀末イ ギ リ ス の ポ ピ ュ ラ ー ・

コンサヴァテイズム小関隆

南アジアの歴史人類学田辺明生

ポール・ヴァレリーと 20世紀の思想森本淳生

南アジア・ムスリム社会の社会構造小牧幸代

近代日本民俗誌システムの研究菊地暁

近世ヨーロッパの国際金融研究坂本優一郎

近代西洋医学発展史研究および身体論田中祐理子

ナチス・ドイツの農業問題藤原辰史

近代日本における教育/教化/宗教の関係史

谷川穣

身体技法の認識論倉島哲

近代朝鮮在住日本人社会の研究李昇煙

大浦康介

藤井正人

龍谷直人

高木博志

竹沢泰子

高階絵里加

加藤和人

森時彦

小南一郎

曽布川寛

田中淡

萎谷邦夫

高田時雄

冨谷至

金文京

井波陵ー

武田時昌

岩井茂樹

浅原達郎

岡村秀典

池田巧

文学理論の研究

ヴェーダ文献の生成と伝承の研究

戦前期日本の工業化と

華僑ネッ卜ワーク

近代天皇制の文化史的研究

人種・エスニシティ論

近代日本の芸術と西洋

現代社会における生物学・生命科学

東方学研究部

近代中国の綿紡織業

中国古代の伝承文化研究

中国美術の様式と意味

中国建築の様式・技術・空間

道教思想研究

敦埋写本の言語史的研究

中国古代中世の法制

中国の小説，演劇及び説唱文学の歴史

清代の文化と社会

中国伝統科学の思想史的考察

近代中国の財政と社会

先秦時代の金文

古代中国の考古学研究

川西走廊の漢蔵諸語の記述研究

インド・中国における

前川和也

宇佐美膏

横山俊夫

山室信一

富永茂樹

水野直樹

田中雅一

人文学研究部

シュメール行政・経済文書の研究

フランスの詩学

前近代日本の文明史的研究

近代東アジアにおける日本の法と政治

フランス革命と近代的主体の成立

近代朝鮮の政治と社会

在日米軍を中心とする軍事共同体の

人類学的研究
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嚢

仏教の学術と実践船山徹

文字コード理論安岡孝一

イスラーム東漸史の研究稲葉穣

仏教研究知識ベース禅仏教を例として

ウイッテ/レン，クリスティアン

中国共産党史の研究石川禎浩

秦漢制度史の研究宮宅潔

清代の道教龍門派の歴史及び内丹の研究

エスポジ卜，モニカ

高麗官僚制度研究 矢木 毅

ムガル朝時代の歴史叙述の研究 真下裕之

中国近世の国家支配の研究 古松崇志

文字定義情報に基づく文書表現系に

関する研究 守岡知彦

客家語およびその周辺言語の記述研究中西裕樹

中国仏教絵画の研究 大原嘉豊

中国古代中世の官制史 藤井律之

モンゴル時代の文化政策と出版活動 宮 紀子

近代華南沿海地域の

社会経済変動についての研究 村上 衛

中国貌晋南北朝志怪の成立背景 佐野誠子

明代後期北虜南倭時代の中国社会 山崎 岳

中国家具とその使用に関する研究 高井たかね

事業概況

夏期公開講座

〈記念日の創造〉

2004年 7 月 於 本館大会議室

2 日 記憶を造形す る 命 日 ベ ン ジ ャ ミ

ン・ディズレイリとプリムローズー

小関隆

フェンスの中の記念と祈念米陸軍

生誕舞踏会田中雅一

3 日 中国の祭日 と死者を巡る物語 り

佐野誠子

思い出せない苦悩中国共産党の記

念日石川禎浩

報

開所 75周年記念公開シンポジウム

〈中国宗教文献研究国際シンポジウム〉

2004年11月 於 京都大学百周年時計台記念館

18 日 漢文大蔵経の時期匝分と特徴につ いて

上海師範大学方墳娼

『イ弗典漢語詞典』の構想

創価大学国際{弗教学高等研究所

辛嶋静志

日本の古寓経と中国{弗教文献一天野

山金剛寺蔵平安後期寓「優婆塞五戒

法』の成立と流{専を巡って

国際悌教学大学院大学落合俊典

洛州無影一「南海寄腸内法惇」中の

一文に関する新考察

北京大学王邦維

{弗教研究における漢語併典の有用性

大阪大学榎本文雄

経典の偽作と編輯『遺教三昧経」

と『舎利弗閉経』船山徹

地婆詞羅に関する漢語史料

ナポリ東洋大学

アントニーノ・フォルテ

19 日 『樺苑清規』 に みえ る 唐 ・ 宋寺院の茶

ポ豊と湯前豊

中央研究院劉淑芽

唐代の石亥Ij資料にみる僧侶と経典一

大蔵経資料を中心として

イタリア国立東方学研究所

シノレヴィオ・ヴィータ

竺法護課「正法華経』における翻謹の

方法第三章「誓日食品」を中心とし

て

フランス国立高等研究院

ジャンニノエルA.ロベール

漢文マニ教経典と景教経典の巨視的比

較

中山大学林悟殊

五礁の山から神を掘る一唐代景教文

献と研究のイデオロギー

ウィーン大学マックス・デーク

唐代の悌教と道教からみた外道景
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教徒

北京大学楽新江

『蹄員総義」中央アジアにおけるそ

の源流

神戸大学漬田正美

20 日 浄明道の祖師許遜に ま つわ る物語の再

検討

ワシン卜ン大学

ジュディス・マギー・ボルツ

漢字情報研究センター講習会

・ 2004年度漢籍担当職員講習会(初級)

第 1日(10 月 4日)

漢籍について

東京大学東洋文化研究所教授大木康

漢籍目録の構造一漢籍整理の基礎

文学研究科助教授宇佐美文理

カードの取り方一漢籍整理の実践

山崎岳

儀樟の解明一粛に封する陸修静の影第 2日(10 月 5日)

響工具書について

フランス国立極東学院

フランシスクス・ヴェレレン

清代における金蓋山龍門派の設立と

「金華宗旨』モニカ・エスポジト

天書雲纂一道教の符圃文献とその分

析

四川社会科学院李遠園

霊賓の「天文」信仰と古霊賓経の教義

の展開一敦煙本「太上洞玄霊賓異文

度人本行妙経』を中心として

中山大学王承文

道教類書と教理瞳系萎谷邦夫

賓巻と明清の民間信仰一目連博承を

中心にして小南一郎

21 日 デ ジ タ ル化 し た古籍校勘版本の慮理技

術 CBETA大正蔵電子悌典を例と

して

国立台北芸術大学緯恵、敏

大規模{弗教文献群に封する確率統計的

分析の試み

花園大学師茂樹

唐代ナリッジベースから見た禅宗

クリスティアン・ウィッテノレン

雲居寺の碑文 CD-ROMのための

準備作業

ハイデルベノレク大学

マティアス・アーノルド

道教研究におけるデジタル資源

スタンフォード大学

ファブリツィオ・プレガディオ

藤井律之

漢籍目録カード作成実習

第 3日(10 月 6日)

文字コードとテキスト処理の歴史

ウィッテlレン，クリスティアン

安岡孝一

高田時雄

目録検索とデータベース検索

漢籍データベースについて

漢籍データ入力実習(1)

第 4日(10 月 7日)

漢籍目録を読む

千葉大学文学部助教授古勝隆一

漢籍データ入力実習( 2)

第 5日(10 月 8日)

NIl 総合 目録デー タ ベ ー ス と 全国漢籍デー タ

ベース

国立情報学研究所教授宮津彰

実習解説梶浦晋

・ 2004年度漢籍担当職員講習会(中級)

第 1日(1 1 月 8日)

四部分類概説

中国目録学史(1)

諸子百家から子部書へ

叢書一漢籍分類の特色

第 2日(1 1 月 9日)

中国目録学史(2)

中国の写本について

滋賀医科大学医学部助教授辻正博

叢書と漢籍データベース安岡孝一

漢籍データ入力実習(1)

第 3日(1 1 月 10日)

中国目録学史( 3)

宮宅 潔

武田

梶浦

時昌

亜
日
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量

朝鮮の漢籍について 矢木 毅

漢籍データ入力実習(2)

第 4日 0 1 月 11日)

現代中国書について 村上 衛

漢籍データ入力実習(3)

第 5日 0 1 月 12日)

『東洋学文献類目』について

富山大学人文学部助教授森賀一恵

実習解説 梶浦 エE区ヨ

-山本有造(人文学研究部)教授は定年により退職

(3 月31 日付) 。

・井狩 l爾介(人文学研究部)教授は定年により退職

(3 月31 日付) 。

-佐々木克(人文学研究部)教授は定年により退職

(3 月31 日付) 。

-小林博行(人文学研究部)助手は辞任の上 ( 3 月

31 日付) ， 中部大学人文学部助教授に就任。

-東郷俊宏(東方学研究部)助手は辞任の上( 3 月

31 日付) ， 鈴鹿医療科学大学鋪灸学部助教授に就

任。

・堂山英次郎(人文学研究部)助手は辞任の上 ( 4

月 1 日 付)，大阪大学大学院文学研究科講師に就

任。

-古勝隆一(東方学研究部)助手は辞任の上 ( 4 月

l 日付) ， 千葉大学文学部助教授に就任。

-大浦康介(人文学研究部)助教授は当研究所(人

文学研究部)教授に昇任 ( 4 月 l日付)。

・田中雅一(人文学研究部)助教授は当研究所(人

文学研究部)教授に昇任 ( 4 月 1日付)。

・藤井正人(人文学研究部)助教授は当研究所(人

文学研究部)教授に昇任 ( 4 月 1日付)。

・加藤和人(人文学研究部)助教授は大学院生命科

学研究科助教授に併任 ( 4 月 1日~ 2005 年3 月

31 日 ) 。

-丸山宏名城大学農学部教授は，客員教授(文化研

究創成研究部門， 4 月l 日 ~ 2005 年3 月31 日 ) 0

・緒形康神戸大学文学部助教授は，客員助教授(文

所 貝 動静

幸日

化研究創成研究部門， 4 月 1 日 ~ 2005 年3 月31

日)。

・矢木毅宮崎大学教育文化学部助教授を当研究所

(東方学研究部)助教授に採用 ( 4 月 1日付)。

・倉島哲氏を助手(人文学研究部)に採用 ( 4 月 l

日付)。

・李昇煙氏を助手(人文学研究部)に採用 ( 4 月 1

日付)。

-山崎岳氏を助手(附属漢字情報研究センター)に

採用 ( 4 月 1日付)。

・高井たかね氏を助手(附属漢字情報研究セン

ター) !こ採用 ( 8 月 1日付)。

・田辺明生大学院アジア・アフリカ地域研究研究科

助教授は当研究所(人文学研究部)助教授に配置

換 00 月 1 日付) 。

・大浦康介助教授(人文学研究部)は， 2003 年12

月 22 日大阪発， パ リ 島， ウ ブ ド ， プ リ ア タ ン及

びオイスカ研修センタ一等に於いてインドネシア

と東チモールにおける絵画制作支援及びパー

フォーミング・アーツの調査を行い， 1 月5 日帰

国0

・小牧幸代助手(人文学研究部)は 2003年 1 2 月

29 日 成 田 発， イ ス ラ ー ム 布教協会， ア ル ・ ホ

ダー・インターナショナル，政策学研究所，国際

イスラーム大学イスラーム研究所及び宗教省に於

いて海外の宗教事情に関する調査を行い， 1 月9

日帰国 0

・ゥィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字

情報研究センター)は， 1 月7 日大阪発， 中華仏

学研究所に於いて仏教情報学ワークショップに出

席，中華電子仏典協会に於いて研究打合せを行い，

1 月14 日帰国。

・宮宅潔助教授(東方学研究部)は，文部科学省在

外研究員旅費及び委任経理金により， 1 月8 日大

阪発，大英図書館及び大英博物館に於いて木簡及

びその出土地に関する調査，スタイン・コレク

ション中の遺跡写真の調査を行い， 1 月15 日帰

国。

・田中雅一助教授(人文学研究部)は， 1 月5 日大

阪発，バンガロール州立公文書館及び、マイソール

州立公文書館(インド)に於いて宗教事情につい
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ての調査を行い， 1 月17 日帰国。

・富永茂樹教授(人文学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 1 月24 日大阪発， 社会

科学高等研究院，国立図書館，パリ市立歴史図書

館(フランス)に於いて 11 960年代の研究」に

関する資料収集及び研究打合せを行い， 2 月1 日

帰国0

・藤井律之助手(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 2 月1 日 大阪発， ス

ウェーデン国立民族学博物館に於いてスウェン・

ヘデインコレクションの調査を行い， 2 月8 日帰

国0

・小牧幸代助手(人文学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 2 月2 日大阪発， ジ ャ ー

ミア・ミッリヤ・イスラーミーヤ大学及びイス

ラームの聖地等に於いて南アジア・ムスリム社会

における「預言者信仰」の詩学と政治学に関わる

現地調査及び資料収集を行い， 2 月11 日帰国0

・藤井正人助教授(人文学研究部)は，文部科学省

科学研究費補助金により， 1 月17 日大阪発， マ ド

ラス，卜リチュール，トリヴアンドラム等(イン

ド)に於いてヴェーダ伝承の現地調査を行い， 2

月 1 4 日帰国0

・曽布川寛教授(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 2 月5 日大阪発， 南京大

学，南京博物院，南京市博物館，徐州市博物館，

徐州市石刻芸術館，牒州市博物館，山東省博物館，

山東石刻芸術博物館及び上海博物館に於いて中国

美術の調査及び資料蒐集を行い 2 月 15日帰国0

・真下裕之助手(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 2 月1 日大阪発， ア ー ン

ドラ・プラデーシュ州公文書館(インド)に於い

て「前近代インドにおけるイスラム諸国家制度

の動態的研究」に関する文献調査及び資料収集を

行い， 2 月21 日帰・因。

-小関隆助教授(人文学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 2 月11 日大阪発， オ ッ

クスフォード大学ボドリアン図書館に於いて「イ

ギリス保守主義とディズレイリの記憶」に関わる

史料調査・収集を行い 2月 24日帰国0

・古松崇志助手(東方学研究部)は，京都大学教育
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研究振興財団助成金により， 2003 年7 月22 日大

阪発，北京大学中国古代史研究中心に於いて中国

近代史研究のための漢籍文献史料調査，古跡文物

調査を行い， 2 月29 日帰国0

・菱谷邦夫教授(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 2 月27 日大阪発， 天后

廟(台湾)に於いて調査を行い， 3 月1 日帰国0

・龍谷直人助教授(人文学研究部)は，日本学術振

興会委託研究費により， 3 月2 日大阪発， ア ジ ア

研究協会(サン・ディエゴ)に於いて第 56回ア

ジア研究協会大会に出席及び学術報告を行い， 3

月 7 日帰国0

・高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省研

究拠点形成費補助金により， 3 月5 日大阪発， 中

国国家図書館に於いて漢字文献数拠庫に関する打

合せを行い， 3 月7 日帰国0

・山室信一教授(人文学研究部)は， 3 月2 日大阪

発，漸江大学日本文化研究所に於いて国際シンポ

ジウム「明治時代的儒学」における基調講演，寧

波市内に於いて資料調査を行い 3 月 8日帰国0

・水野直樹教授(人文学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 3 月5 日大阪発， ア ジ ア

研究協会(サン・ディエゴ)に於いて第 56回ア

ジア研究協会大会に出席及び学術報告を行い， 3

月 9 日帰国。

-加藤和人助教授(人文学研究部)は 3 月 7日大

阪発，英国保健省及び下院科学技術審議会(連合

王国)， ELSAGEN プ ロ ジ ェ ク ト ( ア イ ス ラ ン

ド)に於いて遺伝情報に関する調査・研究に対す

る倫理的・法的・社会的問題についての海外動向

調査を行い 3 月 12日帰国0

・田中雅一助教授(人文学研究部)は，京都大学教

育研究振興財団助成金により 3 月 6日大阪発，

ロンドン戦争博物館，在独米陸軍基地及び在伊米

海軍基地に於いて軍隊展示調査，駐留米軍・在留

米軍の調査を行い， 3 月13 日帰国0

・冨谷至教授(東方学研究部)は，文部科学省科学

研究費補助金により， 2 月29 日大阪発， ラ イ デ

ン大学及びミュンスター大学に於いて中国法制史

に関する研究打合せを行い， 3 月14 日帰国0

・竹沢泰子助教授(人文学研究部)は， 3 月9 日成
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田発，ロンドン人種平等委員会事務局及びパリ大

学に於いて人種関係の実態と法制の調査を行い，

3 月16 日帰国。

・稲葉穣助教授(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 3 月5 日大阪発， コ ロ ン

ボ大学，コロンボ博物館等に於いて南アジアにお

けるイスラーム初伝伝説の研究に関する調査・資

料収集を行い， 3 月17 日帰国。

-森本淳生助手(人文学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 3 月8 日大阪発， フ ラ ン

ス国立図書館に於いてポール・ヴァレリーに関す

る資料収集を行い， 3 月21 日帰国0

・村上衛助手(東方学研究部)は，日本学術振興会

委託研究費により， 3 月 1 5 日 大阪発， 中央研究

院近代史研究所に於いて中国近代史に関する史料

収集を行い， 3 月23 日帰国0

・菱谷邦夫教授(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により 3 月 15日大阪発，北京

大学，社会科学院及び乾元歓に於いて江南道教関

係資料蒐集及び現地調査を行い， 3 月23 日帰国0

・高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省研

究拠点形成費補助金により， 3 月 16 日 大阪発，

バルセロナ大学，バチカン図書館及びイエズス会

古文書館に於いて Sangley語文献に関する調査

及び資料収集を行い 3 月 23日帰国0

・金文京教授(東方学研究部)は，文部科学省科学

研究費補助金により， 3 月19 日大阪発， ハ ノ イ

国立博物館及び漢哨研究院に於いてベトナム所存

漢文説話資料調査を行い， 3 月23 日帰国0

・安岡孝一助教授(附属漢字情報研究センター)は，

文部科学省研究拠点形成費補助金により， 3 月

13 日 成 田発， ア メ リ カ 議会図書館及 び ニ ュ ー

ヨーク公立図書館に於いて文字コード関連文献の

所蔵調査を行い， 3 月24 日帰国0

・東郷俊宏助手(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 3 月 1 7 日大阪発， 北京

中医研究院及び昆嵩飯店に於いて老中医臨床技術

の系譜に関する資料蒐集及び研修等を行い， 3 月

24 日帰国0

・ウィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字

情報研究センター〕は， 3 月17 日大阪発， 中華

幸R

仏学研究所に於いて“XML TextProcessing"

ワークショップに出席，フランス規格協会に於い

て TEl META ワ ー キ ン ググルー プ ・ ミ ー テ ィ ン

グに出席し， 3 月25 日帰国。

-池田巧助教授(東方学研究部)は， 2003 年4 月

l 日成田発， カ リ フ ォ ルニ ア大学パー ク レ ー校に

於いて西南中国のムニャ語についての記述言語学

的研究を行い， 3 月31 日帰国0

・龍谷直人助教授(人文学研究部)は， 3 月28 日

大阪発，台湾中央研究院に於いて海外華人研究学

会に出席及び研究報告を行い 4 月 3日帰国 0

・宇佐美費教授(人文学研究部)は， 3 月5 日大阪

発，フランス，トウールーズ・ル・ミライユ大学

及び国立東洋言語文化研究所に於いて講義，講演

及び文献資料調査を行い， 4 月10 日帰国0

・池田巧助教授(東方学研究部)は 4 月 16日大

阪発，香港城市大学に於いて第三届両岸三地蔵緬

語族語言学研討会に出席及び報告を行い， 4 月

19 日帰国0

・高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 4 月29 日大阪発， シ ド

ニ一大学に於いて新旧キリスト教ミッション出版

資料の調査を行い， 5 月3 日帰国。

・ウィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字

情報研究センター)は， 5 月11 日大阪発， ベ ル

ギー・ロイヤルアカデミーに方きいて TElテキニ

カル・カウンシル年次会議に出席し， 5 月 1 7 日

帰国 0

・李俊植外国人研究員は， 5 月19 日大阪発， 延世

大学に於いて「日本のファシズム体制と朝鮮知識

人」シンポジウムに出席し， 5 月 23 日帰国0

・富永茂樹教授(人文学研究部)は， 4 月 23 日大

阪発，フランス・社会科学院高等研究院，国立図

書館及びポルトガル・コインブラ大学に於いてフ

ランス革命に関する資料収集を行い， 5 月28 日

帰国 0

・曽布川寛教授(東方学研究部)は， 6 月1 日大阪

発，河北省文物研究所，山西省考古研究所，大岡

市博物館，遼寧省博物館，遼寧省文物研究所，北

京国家博物館及び社会科学院考古研究所に於いて

中国美術に関する出土文物の調査を行い， 6 月9
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日帰国0

・高田時雄教授(東方学研究部)は， 6 月10 日大

阪発，輔仁大学に於いて 2004年古籍学術講演会

に出席及び講演を行い， 6 月13 日帰国0

・ウィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字

情報研究センター)は， 6 月9 日大阪発， 中華仏

学研究所に於いて“XML Text Processing"

ワークショップに出席し， 6 月14 日帰国。

・古松崇志助手(東方学研究部)は，京都大学教育

研究振興財団助成金により， 3 月8 日大阪発， 中

央研究院歴史語言研究所に於いて中国近代史研究

のための漢籍文献史料調査を行い， 6 月15 日帰

国。

-菱谷邦夫教授(東方学研究部)は， 6 月17 日大

阪発，青島・太清宮，北京大学及び国家図書館に

於いて調査及び道教関係資料蒐集を行い， 6 月

22 日帰国0

・竹沢泰子助教授(人文学研究部)は， 7 月 1 3 日

成田発，全米日系博物館に於いて日系レガシイプ

ロジェクト会議に出席，カリフォルニア大学ロサ

ンゼルス校，パークレー校及びハーバード大学に

於t \て国際交流基金アジア系アメリカ人調査を行

い， 7 月25 日帰国0

・高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省研

究拠点形成費補助金により， 7 月 23 日 大阪発，

中国国家図書館に於いて国際ワークショップ開催

に関する打合せを行い， 7 月27 日帰国0

・曽布川寛教授(東方学研究部)は， 7 月16 日大

阪発，四川大学博物館，四川省博物館，綿陽市博

物館，漢中市博物館及び国家博物館等に於いて中

国美術の調査及び資料蒐集を行い， 8 月4 日帰国0

・山室信一教授(人文学研究部)は， 7 月 23 日 大

阪発，バンコク及びマニラの戦跡記念碑，戦争記

念館及び博物館等に於いて「アジアにおける記憶

遺跡と調査活動」に関する調査を行い， 8 月6 日

帰国 0

・金文京教授(東方学研究部)は，文部科学省科学

研究費補助金により， 8 月9 日大阪発， ソ ウ ル大

学校杢章閣及び韓国精神文化研究院に於いて李朝

期資料調査を行い， 8 月 1 3 日帰国0

・曽布川寛教授(東方学研究部)は， 8 月6 日大阪
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発，中国国家博物館，故宮博物院，甘粛省博物館，

武威博物館等に於いて中国美術の調査及び資料蒐

集を行い， 8 月16 日帰国0

・小南一郎教授(東方学研究部)は， 8 月 22 日大

阪発，北京大学に於いて第 l回北京フォーラムに

参加及び論文発表を行い， 8 月26 日帰国0

・宮宅潔助教授(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 8 月18 日大阪発， ミ ュ

ンスター大学及びベルリン自由大学に於いて中国

古代法制史の研究に関わる資料調査及び研究打合

せを行い， 8 月 30 日帰国。

・エスポジ卜，モニカ助教授(東方学研究部)は，

7 月18 日 大阪発， コ レ ー ジ ュ ・ ド ・ フ ラ ン ス 図

書館及びフランス極東学院に於いて道教に関する

資料収集及び会議に出席し， 8 月 3 1 日帰国0

・池田巧助教授(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 7 月26 日大阪発， 中央

民族大学，西南民族大学及び民族研究所に於いて

資料収集，康定に於いてムニャ語及びカム方言の

記述調査を行い， 9 月3 日帰国0

・岡村秀典助教授(東方学研究部)は，文部科学省

科学研究費補助金により， 8 月29 日大阪発， 中

国・日照， i維防， 栖霞及び煙台に於いて稲作遺跡

調査を行い， 9 月8 日帰国0

・古松崇志助手(東方学研究部)は，文部科学省研

究拠点形成費補助金により， 8 月25 日 大阪発，

フフホト内蒙古文物考古研究所に於いて「内蒙古

文物考古研究所成立 50周年国際会議」に出席，

報告及び資料調査を行い，遼慶州遺跡，巴林右旗

博物館，中京遺跡等に於いて史料，遺跡，古跡調

査及び研究打合せを行い， 9 月9 日帰国0

・坂本優一郎助手(人文学研究部)は，文部科学省

在外研究員旅費により， 2003 年9 月15 日大阪発，

ロンドン大学に於いてロンドン・シティと財政軍

事国家の関係に関する研究を行い， 9 月14 日 帰

国。

-佐野誠子助手(東方学研究部)は， 8 月16 日大

阪発，中央研究院歴史語言研究所に於いて親晋南

北朝期の桐廟文化と文学の関係に関する調査研究

を行い， 9 月 1 4 日帰国0

・山崎岳助手(附属漢字情報研究センター)は， 8
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月 1 6 日 大阪発， 中央研究院歴史語言研究所に於

いて明代倭定に関する調査及び資料収集を行い，

9 月14 日帰国。

・竹沢泰子助教授(人文学研究部)は， 9 月 1 2 日

成田発，ワシン卜ン DCに於いて人種とヒトの多

様性に関する専門家会議に出席し，スミソニアン

博物館及びジョージ・ワシントン大学に於いて資

料収集を行い， 9 月17 日帰国0

・村上衛助手(東方学研究部)は，文部科学省科学

研究費補助金により 9 月 5日大阪発，中国常習

市武進区における現地調査，常習市柏安館等に於

ける資料収集を行い， 9 月18 日帰国0

・石川禎浩助教授(東方学研究部)は，文部科学省

科学研究費補助金(一部先方負担)により， 9 月

9 日大阪発， 中国社会科学院近代史研究所に於け

る学術講演，中国国家図書館，徐州師範大学及び

上海図書館等に於いて資料調査を行い， 9 月 22

日帰国0

・加藤和人助教授(人文学研究部)は， 9 月19 日

大阪発，英国ケンブリッジ，クラウンプラザ・ホ

テルに於いて開催の国際ハップマップ計画第 5 回

運営会議に出席し， 9 月23 日帰国0

・岡田暁生助教授(人文学研究部)は，文部科学省

科学研究費補助金により， 9 月11 日大阪発， ベ

ルリン国立国会図書館及びパーゼル大学図書館に

於いて 19世紀ピアノ音楽における技術の諸相に

関する資料調査を行い，リスト音楽院で開催の国

際シンポジウムでパネラーを務め， 9 月 25 日 リ最

因。

・藤原辰史助手(人文学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 7 月 22 日大阪発， フ ン

ボルト大学及び WELEDA本社に於いて初期有

機農業史史料収集を行い， 9 月26 日帰国0

・李昇煙助手(人文学研究部)は， 9 月13 日大阪

発，釜山市立図書館，国立中央図書館，国史編纂

委員会及び韓国精神文化研究院に於いて戦前朝鮮

在住日本人社会関係資料調査を行い， 9 月27 日

帰国0

・冨谷至教授(東方学研究部)は， 3 月 22 日大阪

発，ミュンスター大学に於いて東アジア世界の法

制に関する比較史的研究を行い， 9 月29 日帰国。

幸民

-中西裕樹助手(東方学研究部)は，京都大学教育

研究振興財団助成金により， 7 月1 日大阪発， 香

港中文大学及び香港北部・広東省南部地域に於い

て香港における客家語の衰退に対する広東語の支

配的影響に関する社会言語学的調査及び関連資料

収集を行い， 9 月30 日帰国0

・大原嘉豊助手(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 9 月 2 1 日 成 田発， 中

国・安岳及び大足に於いて石窟調査を行い， 9 月

30 日帰国0

・船山徹助教授(東方学研究部〉は，文部科学省科

学研究費補助金(一部先方負担)により， 10 月

13 日 大阪発， ブ リ テ ィ ッ シ ュ ・ コ ロ ン ビ ア大学

に於いてシンポジウム「アジアの仏教聖地Jに出

席・発表及び中国六朝仏教史に関する資料収集を

行い， 10 月20 日帰国。

・田中雅一教授(人文学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 10 月 27 日大阪発， シ ン

ガポール，オーチヤード・ノfレード・ホテルに方き

いて開催の平成 16年度アジア太平洋シンポジウ

ムに出席・発表を行い， 11 月 2日帰国0

・岡村秀典助教授(東方学研究部)は，文部科学省

科学研究費補助金により， 10 月 25 日大阪発， 快

西省及び山西省の古代遺跡の調査を行い， 11 月

4 日帰国0

・高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省科

学研究費補助金により， 11 月 1日大阪発，上海

図書館に於いて徐家陸蔵書棲におけるキリスト教

ミッション関連資料調査を行い， 11 月 5日帰国0

・藤井正人教授(人文学研究部)は， 10 月28 日大

阪発，ヘルシンキ大学に於いて現存ヴェーダ伝承

に関する共同研究打合せ及び資料収集を行い， 11

月 6 日帰国0

・宮宅潔助教授(東方学研究部)は， 11 月 11日大

阪発，忠北大学校に於いて中国簡瞳学国際学術大

会に出席及び発表を行い， 11 月 14日帰国。

-藤井律之助手(東方学研究部)は， 11 月 1 1日大

阪発，宏、北大学校に於いて中国簡慣学国際学術大

会に出席及び発表を行い， 11 月14 日帰国。

・岡田暁生助教授(人文学研究部)は，文部科学省

科学研究費補助金により， 11 月 12日大阪発，
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ヴェネチア音楽院及びパリ国立図書館音楽部に於

いて 19世紀ピアノ音楽に関する資料調査を行い，

11 月 20 日帰国。

・金文京教授(東方学研究部)は， 11 月 17日大阪

弘中央研究院中国文哲研究所に於いて「経典轄

化輿明清叙事文学」学術研討会に参加及び論文発

表を行い， 11 月 21日帰国。

・田中淡教授(東方学研究部)は， 11 月 23日大阪

発，中央研究院台湾史研究所に於いて「第二回被

殖民地都市と建築一本土文化と殖民」国際シンポ

ジウムに出席及び発表を行い， 11 月 26日帰国0

・村上衛助手(東方学研究部)は，文部科学省科学

研究費補助金により， 11 月 21日大阪発，中央研

究院近代史研究所に於いて中国近代経済史に関す

る史料収集を行い， 12 月2 日帰国0

・坂本優一郎助手(人文学研究部)は，文部科学省

科学研究費補助金により， 11月 22日大阪発，ロ

ンドン大学，イングランド銀行及びケンブリッジ

大学に於いてイギリス財政革命の政治的・社会的

影響に関する研究打合せ及び史料収集を行い， 12

月 3 日帰国。

・高木博志助教授(人文学研究部)は， 12 月2 日

大阪発，韓国・大雄経営開発院に於いて「批判と

連帯のための東アジア歴史フォーラム」に出席し，

12 月5 日帰国。

-山室信一教授(人文学研究部)は， 12 月2 日大

阪発，韓国・東亜大学校に於いて国際シンポジウ

ム「東アジアの記'憶における満州、 IJに出席・講演

及び史料調査を行い， 12 月 6 日帰国0

・高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省研

究拠点形成費補助金(一部先方負担)により， 12

月 6 日大阪発， 台湾国家図書館に於いて数位時代

漢学資源国際研討会に出席及び報告，台湾大学図

書館に於いて研究打合せを行い， 12 月 11 日帰国0

・石川禎浩助教授(東方学研究部)は，文部科学省

科学研究費補助金により， 12 月21 日大阪発， 上

海市柏案館に於いて共同租界警察に関する資料調

査を行い， 12 月26 日帰国。

外国人研究員

-李俊植延世大学校国学研究院研究教授

戦時体制期朝鮮社会に関する研究

(文化連関研究客員部門)

受入教員水野教授

期間 2 月 1 日 -- 9 月 1 6 日

• MARMANDE, Francis ノ f リ 第七大学教授

ジョルジュ・パタイユの日本における受容

(文化生成研究客員部門)

受入教員大浦教授

期間 4 月 1 日 -- 7 月 3 1 日

・巧金民南京大学歴史系教授

清代契約文書の研究

(文化生成研究客員部門)

受入教員岩井教授

期間 8 月 15日-- 2005 年2 月14 日

• HANLEY,SusanBell

ワシン卜ン大学名誉教授

日本の家屋・家族・社会， 1600 年か ら現代ま で

ーひとつの文化研究

(文化連関研究客員部門)

受入教員横山教授

期間 11 月 22日-- 2005 年2 月28 日

招へい外国人学者

• WANG, Liping ミ ネ ソ タ 大学準教授

駐防八旗と民族問題清代の都市文化形成にお

ける満漢関係の研究

受入教員岩井教授

期間 2003年 9 月 1 9 日 -- 2005 年9 月18 日 (継

続)

• RUOFF,KennethJames

ポーランド州立大学助教授

「日本帝国」における紀元 2600年祝典 ( 1 940年)

の研究

受入教員高木助教授
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期間 1 月 5 日 -- 8 月 3 1 日

• CHEN , ]ue カ ン タ ベ リ 一大学講師

初唐伝奇小説研究

受入教員小南教授

期間 1 月 1 2 日 -- 2 月 1 5 日

・劉苑如中央研究院中国文哲研究所副研究員

理輿教:従〈冥祥記〉至IJ {冥報記》的小説発展

受入教員小南教授

期間 3 月 3 1 日 -- 4 月 26 日

• S恥11TH ， Henry

コロンビア大学東アジア学科教授

浪曲における赤穂義士の研究

受入教員高木助教授

期間 4 月 l日-- 12 月31 日

・池上英子ニュー・スクール大学大学院教授

祇園祭の歴史社会学的研究

受入教員高木助教授

期間 4 月 6 日 -- 7 月 20 日

-黄蘭河中央研究院台湾史研究所副研究員

中国仏教寺院の平面配置の形成過程に関する研究

受入教員田中淡教授

期間 7 月 14 日 -- 9 月 30 日

-禁栄 I亭 国立中正大学中国文学系副教授

祖堂集中樟宗詩伺研究

受入教員高田教授

期間 7 月 1 5 日 -- 7 月 29 日

・鍾淑敏中央研究院台湾史研究所助研究員

アジア・ネットワークにおける台湾商人の活動

受入教員龍谷助教授

期間 7 月 1 5 日 -- 8 月 3 1 日

・陳昭容中央研究院歴史語言研究所副研究員

先秦金文研究青銅器銘文から両周時期の家族

と婚姻をみる

受入教員浅原教授

期間 8 月 16 日 -- 9 月 1 0 日

-祝平一中央研究院歴史語言研究所副研究員

中国近世科学史の研究

受入教員武田教授

期間 9 月 14 日 -- 11 月 1 2 日

-阿風中国社会科学院歴史研究所副研究員

中国明清時代における法律・裁判文書の研究
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受入教員岩井教授

期間 9 月 15日-- 12 月13 日

・越誠乙亜州大学校人文大学史学専攻教授

戦後日本における韓国学研究と韓国学界の影響

受入教員金教授

期間 9 月 16日-- 2005 年2 月28 日

• HUANG ,Chi-chiang

Hobart&WilliamSmithColleges 教授

Pilgrims , LayBuddhists ,andBuddhist1dentiｭ

tyinthe]iang-ZheRegionduringtheYuan

Dynasty

受入教員ウイッテルン助教授

期間 9 月 20日-- 12 月19 日

・陳玉美中央研究院歴史語言研究所副研究員

20 世紀前半におけ る 台湾考古学

受人教員岡村助教授

期間 1 0 月 15日-- 12 月15 日

• LEDDEROSE ,Lothar

ハイデ jレベルク大学東アジア美術史研究所 Chai r

房山石鰹の研究

受入教員田中淡教授

期間 1 0 月 15日-- 12 月19 日

• SALOVA ,Dita

カレル大学第一医学部医史学部門講師

東アジアにおける医学言説の歴史的研究

受入教員武田教授

期間 11 月 20日-- 2005 年11 月19 日

•YAMAMUR A, K020

ワシントン大学国際関係学部名誉教授

国際比較経済史分析のための言語問題の考察

受入教員横山教授

期間 11 月 26日-- 2005 年2 月28 日

-張季琳中央研究院中国文哲研究所助研究員

日本における中国古典文学の研究調査

受入教員小南教授

期間 12 月 1日-- 12 月31 日

外国人共同研究者

-秦小麗険西省考古研究所助理研究員
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日中戦争期の中国で発掘した考古史料の再検討

受入教員岡村助教授

期間 2003 年 4 月 1日'" 2005 年3 月31 日 (継

続)

・金孝員ハーバード大学人類学科博士課程

「京都都心部における京町屋再生運動と地域アイ

デンティティの変化」に関わる研究

受入教員高木助教授

期間 2003年 9 月 12日'" 2005 年8 月31 日 (継

続)

• HENRY,ToddAndrew

カルフォルニア大学ロサンゼルス校

歴史学研究科博士課程

植民地朝鮮の都市史についての研究

受入教員水野教授

期間 4 月 1 日 '" 2005 年3 月31 日

・梁仁貫日本学術振興会外国人特別研究員

日本の視覚メディアにおける「朝自配表象

受入教員水野教授

期間 4 月 1 日 '" 2006 年3 月31 日

• FORTE,ErikaAngela

ナポリ東洋大学考古学研究センター

研究協力員

唐宋期龍門の中核寺院大奉先寺の研究

受入教員曽布川教授

期間 11 月 27 日 '"'"' 2005 年11 月26 日

外国人研究生

• LAPTEV,Sergey

漢字文化の拡大に関する考古学研究

受入教員岡村助教授

期間 2003年 1 0 月 1日'" 2005 年3 月31 日 (継

続)

• AMES,Christopher

沖縄のアメリカ村グローパルな軍事戦略と

ローカルな経済復興戦略の不安定な関係

受入教員田中雅一教授

期間 2003 年 1 0 月 1日'" 12 月31 日 (継続)

・朝克図

ブフ(モンゴル相撲)文化に関する文化人類学的

研究

受入教員田中雅一教授

期間 2003年 10 月 1日 "' 9 月 29日(継続)

•DEGANON,PieterSebastian

日本文化における肉食(1 750年 1 905年)

受入教員高木助教授

期間 9 月 1 日 '" 2005 年8 月31 日

•aDA.ErnaniShoiti

在日ブラジル人と他の移民・マイノリティとの関

係に関する実証的研究

受入教員竹沢助教授

期間 10 月 1 日 '" 2005 年9 月30 日
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